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【技術分類】２－４－４ メガネのレンズ／付加機能／遮光レンズ 
【 ＦＩ 】G02C 7/02, 7/10 
【技術名称】２－４－４－１ 遮光レンズ（一般） 
 
【技術内容】 
 波長 300～6,500nmの太陽光線（電磁波）のうち、眼に入らないようにある波長帯の部分をカット
する働きをもつレンズを遮光レンズという。この他に、サングラス、保護眼鏡と呼ばれるものでもあ

る。遮光レンズには、紫外線カット、可視光遮光（カラーレンズ等）、赤外線遮光などのほかに、医療

用遮光レンズがある。光線が強い海や山で特定の波長の光線量が多いものを見る時や、紫外線を避け

た方が良いとされている網膜色素変性症や白内障の術後など病変組織を光線から保護したい時などに

用いられる。それぞれの用途に応じて分光透過率曲線を参考にして、レンズを選ぶ。図 1、図 2に屈
折率 1.67のプラスチック素材と屈折率 1.61のガラス素材の分光透過率を示す。遮光レンズには、ガ
ラス、プラスチックの素材に吸収剤を含浸させたり、添加したりしたものがある。また、反射増強膜

をコーティングしたものもある。 
 
【図】 
図 1 屈折率 1.67のプラスチック素材の分光透過率 

 
出典：【出典／参考資料】出典に同じ、124頁、｢図 3 屈折率 1.67のプラスチック素材の分光透過率｣ 
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図 2 屈折率 1.61のガラス素材の分光透過率 

 
出典：【出典／参考資料】出典に同じ、124頁、｢図 4 屈折率 1.61のガラス素材の分光透過率｣ 
 
【出典／参考資料】 
出典：「透過特性と眼鏡レンズの選択について」、高橋龍五著、視覚の科学 第 25巻 第 4号、2004

年 12月、日本眼光学学会発行、120-125頁 
参考資料：｢8章 眼鏡レンズ｣、所敬著、屈折異常と眼鏡（第 3版）、丸尾敏夫、湖崎克、所敬、西信

元嗣、加藤桂一郎著、1993年 10月 1日、株式会社医学書院発行、90-99頁 
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【技術分類】２－４－４ レンズ／付加機能／遮光レンズ 
【 ＦＩ 】G02C 7/02, 7/10 
【技術名称】２－４－４－２ 対レーザー光用遮光レンズ 
 
【技術内容】 
 レーザー光は、出力の低いものでも直視すると失明の危険があり、注意が必要である。レーザー放

射の拡散反射する場所や直接のレーザー放射露光を受けるおそれがある作業で目を保護するためのメ

ガネに用いられるのが、対レーザー光用遮光レンズである。図 1にレーザー光用保護メガネに関する
注意を示す。 
レーザー光用遮光レンズは、対応するレーザー光吸収剤の種類やその量により調整しているため、

異なる可視光線透過率を持つ。このため、使用用途によってレンズの種類を選択するようになってい

る。安全性を重視して、レーザー光が全く見えないようになっているレーザー光完全吸収タイプ、整

備・調整・航路確認などのためにレーザー光が見え、低出力レーザーで短時間の場合に有効である一

部通過タイプ、同時に複数の波長を持つレーザー光を遮光できる多波長兼用タイプなどがある。レー

ザー用遮光レンズは、特定の波長の光を非常によく吸収するため、長時間使用した後に、一時的に目

のカラーバランスを崩してしまうことがあるので、使用に当っては注意が必要である。 
 
【図】 
図 1 レーザー光用保護メガネに関する注意 

 
出典：【出典／参考資料】出典に同じ、2012頁 
 
【出典／参考資料】 
出典：｢JIS C 6802 レーザ製品の安全基準｣、JISハンドブック 22 電子 II、財団法人日本規格協

会編、2005年 1月 31日、財団法人日本規格協会編発行、1995-2047頁 
参考資料：Yahoo ホームページ、｢レーザー光保護メガネ｣ 

http://www.yvo.co.jp/products/laserprotector.htm#Goggle 
検索日：2006年 1月 26日 
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【技術分類】２－４－４ メガネのレンズ／付加機能／遮光レンズ 
【 ＦＩ 】G02C 7/02, 7/10 
【技術名称】２－４－４－３ 溶接作業用遮光レンズ 
 
【技術内容】 
 溶接、熱切断などの溶接作業時では、有害光線（有害紫外放射、赤外放射）を多量に浴びるため、

目に障害を起こしてしまうことがある（図 1）。紫外線は電気性眼炎を起こし、視力の低下をきたす原
因にもなり、赤外線は白内障の原因になるともいわれている。このような溶接作業時に目を保護する

ために用いられる。JIS規格（T 8141）で遮光性能（明るさ及び有害光線の遮断能力）、光学的性能
（屈折力、平行度など）、耐衝撃性（飛来物に対しての衝撃強さ）、耐熱性などが数値で規定されて

いる。溶接用遮光レンズには、使用する時に生じる有害光線に対して最適な遮光能力を持ったフィル

ターレンズを選ばなければならない（図 2）。板金溶接時に発生する有害放射光をカットできるレン
ズとして、SPLコートされたレンズや図 3に示すような軽量でスパッターのつきにくい JISプラスチ
ックレンズ（N.S.L.P）、耐熱性に優れた JIS強化ガラスレンズなどが用いられる。 
 
【図】 
図1 有害光線による目の障害 

 
出典：【出典／参考資料】出典に同じ、29頁、｢有害光線による目の障害｣ 
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図2 遮光保護具の使用標準

 
出典：【出典／参考資料】出典に同じ、29頁、｢遮光保護具の使用標準｣ 
 
図 3 遮光めがねの役割 

 
 
出典：【出典／参考資料】出典に同じ、30頁、｢遮光めがねの役割｣ 
 
【出典／参考資料】 
出典：山本光学株式会社 PDFカタログ、｢Welding Glasses（遮光めがね）｣ 

http://www.yamamoto-kogaku.co.jp/safety_new/pdf/data/p29-p35.pdf 
検索日：2006年 1月 8日 
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29 頁 ｢有害光線による目の障害｣、29 頁 ｢遮光保護具の使用標準｣、30 頁、｢遮光めがねの
役割｣ 

参考文献：株式会社 理研オプテック ホームページ 
http://www.rikenoptech.com/protector/use/weld.html 
http://www.rikenoptech.com/protector/use/car.html 
検索日：2006年 1月 8日 
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